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学校アンケートのご協力 ありがとうございました 
 先日、ご協力いただきました学校アンケートでは、多数お答えいただき、誠にありがとうございまし

た。アンケート結果を評価項目ごとに集計し、平均値のグラフにしました。この結果を基に、今後のよ

りよい学校運営に向けて取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０個の項目についての保護者・児童（児童は７項目）のそれぞれの回答結果です。どの項目も４点満

点中の平均値です。保護者の方の回答では、「⑩ 学校は、学校開放日等を生かして、家庭や地域に積極的

に情報を発信し、家庭や地域と協力し合って教育活動に取り組むことができている」と「⑦ 学校は、防

災や防犯、交通安全に関する指導や、けがの予防や健康な体づくりに関する指導を行い、自分や命を大切

にする意識を育てようとしている」において、3.22点で、最も高いことが分かりました。コロナ禍におい

ては、運動会や学校開放など、保護者の方の来校人数や来校時間等を制限させていただいていましたが、

今年度は、それらの制限を緩和したことにより、多くの方にご来校いただくことができました。また、児

童の回答では、「５ 友達と仲良く、協力して生活することができた」についての回答が 3.61で、最も高

くなっています。昨年度に引き続き、多くの児童が友達との関わりを楽しみ、良好な関係を築くことがで

きていると考えます。反対に、「４ 相談対応」については、児童が 3.11点で、若干低い点数になりまし

た。児童が悩んだり困ったりしたときに、担任をはじめ、スクールカウンセラーやその他の教員等にも気

軽に相談しやすい体制づくりに努めながら、児童一人ひとりに寄り添った学校教育を進めていきたいと思

います。保護者においては、「３ 学校は、タブレットを積極的に活用した学習に取り組み、学習意欲の

向上および理解の向上を図るように指導している」において、2.99点と、最も低い点数となりました。授

業の中で、タブレットを活用する頻度については増えていますが、今後は、ただ使うだけでなく、タブレ

ットを活用することによる効果を教員や児童がより実感することが大切ではないかと考えます。引き続き、

ICTに関する研修等に努め、より積極的で効果的な使い方ができるようにしていきたいと思います。 

 ＜記述内容から一部抜粋（保護者）＞    

  ○ 先生方には一生懸命やっていただいて、感謝しています。  

 ▲  学級閉鎖のときや、休んだ時のために、タブレットをもう少し活用できるといいなと思います。 

▲ 学力向上の促進、一人一人に合った学習が必要だと思います。 

 ▲  子どもたちの気持ちを考えながら、もう少し子どもに目を向けて指導してほしいです。 
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※ 項目８～10児童はなし 
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